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＜連絡事項＞
・11月28日、八戸市保健所及び三戸地方保健所管内でインフルエンザの「注意報」が発令されました。感染予防のために、手洗いやうがいを徹底し、人ごみを避けるとともにマスク7の着用を心がけてください。また、急な発熱や関節痛等の全身症状がみられたら、早めに医療機関を受診してください。
＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～シクレスト服薬拒否あり。馬渡Dr報告し、今朝よりシクレスト中止、今夕よりオランザピン追加となる。
・坪　俊英様～排便困難感訴えあり。馬渡Drからセンナリド2T 1回分処方となる。
・村井　チヤ様～今朝6時より排尿なし、腹満もない。馬渡Dr報告し、経過観察指示あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・坪　俊英様～終日隔離中。要求時にスタッフコールあり。過度な要求や高圧的な態度はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期に処遇改善出来るよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中。ホールにて他者交流されている。他者トラブルや幻聴の訴えはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察開始。開放前よりドア蹴りしている。開放中他者への書き物の強要行為あり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　龍矢様～終日隔離中。朝食時より壁蹴りやドア蹴り、叫び声あり。促しにて9:00頓服服用している。拒食や拒薬はない。服用後も壁蹴りやドア蹴り何度も続けている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・中居　松男様～独語はあるが、他者への威嚇などは目立たない。服薬も拒否見られており、再三の介入要している。
・小笠原　久年様～「鼻がしゃべるんです」と妄想様の発言あるが、不穏さなく経過。
・澁谷　兼一様～車椅子自操しホールにて過ごされている。迷惑行為や易怒性はない。
・鈴木　和則様～ホールにてテレビを観て過ごされている。不機嫌さはない。
・山中　美穂様～車椅子に乗車し経過。バイタルサイン異常なし。点滴トラブルなく経過。妄想発言や介助抵抗はない。
＜田名部Dr診察＞
・山中 美穂様～点滴ダントリウム静注用20㎎中止となり1日分処方となる。
・久保　興介様～レキサルティ錠２㎎→1㎎に減薬、アリピプラゾールOD錠12㎎ 
１T 朝食後 追加処方となり、他同内容で7日分処方となる。
主治医面談は12/5(木)11時予定。

・吉島　知寿子様～ハップスター3P、不調時 五苓散エキス顆粒のIF処方となる。
・小澤　和子様～ハロペリドール錠(0.75) ３T 3×１毎食後 追加処方。他同内容で7日分処方となる。

・袴田　将志様～アリピプラゾールOD錠12㎎ １T 朝食後、オランザピンOD錠5㎎　１T 夕食後 追加処方となる。バルプロ酸Ｎａ徐放Ｂ錠200㎎ 2錠→１錠に減薬。一部内容変更し７日分処方となる。

・小向　静江様～アミトリプチリン塩酸塩錠25㎎ １T 夕食後 追加処方となり、他同内容で7日分処方。
・見付　龍矢様～ロドピン錠25㎎→ゾテピン錠50mgへ変更。コントミン糖衣錠25㎎中止。他同内容で7日分処方となる。不穏時頓服10回分処方となる。1日3回まで 使用後1時間空けて使用可。
・鈴木 和則様～糖尿病食20単位（1600kcal）に変更となる。
・澤村 彬様～退院時処方15日分、不穏時の頓服28回分処方となる。
・高田　マキ様～アリピプラゾールOD錠24㎎ １T 朝食後、ヒベルナ糖衣錠25㎎ 
１T 1×vds追加処方となりレキサルティ錠2㎎中止。一部内容変更し5日分処方となる。
・宮古 克弘様～外来院内処方より切り替えとなる。
・村井　チヤ様～内服飲み方変更し7日分処方となる。
＜入院患者様情報＞
　　日時：令和1年11月28日　13:10

　　氏名：寺地　徳和（てらち　のりかず）様

生年月日：昭和25年7月31日　69歳

　　病名：統合失調症

　　性別：男性

　主治医：安ヶ平Dr

入院形態：任意入院

　　病棟：東病棟Bユニット2号室

　

(経過）

　当院1回の入院治療歴あり(H29.4.18～H29.7.18)。当院退院後は青山荘へ入所し、定期的な外来通院やデイケア利用を継続していた。活気のなさや動作緩慢さあるが、一部介助により日課自力で行う事出来ていた。11/25頃より便器に逆向きに排泄する事や食事の際に一度口に含んだものを茶碗に吐き出したりという行動見られていた。

ADLに介助が必要な状態であり、施設対応困難であるため、R1.11.28東病棟Bユニットへ任意入院となる。

・日赤病院へ受診予約あり（12/24、4/3）。いとこ様付き添いできないとの事でスタッフ付き添いにて受診予定。
・今月で青山荘退所。今後は「あっぷるハート」や後見人利用を検討するとのこと。
